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4 - 100 - 573-05 ( 1 ) 


お客様 • 販売店様 • 特約店様用 


難卜けユニット 


取扱説明書 

お買い上げいただきありびとうございます。 


お客様へ 

本製品の取り付け口ま、確実な作業が必要になります。がず、販売店や工事 
店に依頼して、ま全性に充分考慮して確実な取り付けを行って < rd さし、。 


A 警告 


安全のためのを意事項を守らないと、 
火災や人身事故になることびあります。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま意事項と製品の取 
り扱いかたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのうえ、 

製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつでち見 
られるところに必ず保管してください。 

販売店様-特約店様へ 

壁掛け ユニッ トの取り付けには特別な技術び必要ですので、設置の 
際には取扱説明書をよくご覧の上、設置を行ってください。取り付 
け不備や、取り扱い不備による事故、損傷については、当社では責 
任を負いません。なお、この取扱説明書は、取り付け作業後にお客 
様に渡してください。 

この壁掛けユニットは下記指定機器専用です。指定機器 •L ソ外には使 
わないで < ださい。 


指定機器 


液晶デジタルテレビ 

KDL - L 32 RX 2 KDL - L 26 RX 2 KDL - L 23 RX 2 
KDL - L 32 HX 2 KDL - L 28 HX 2 KDL - L 30 HX 1 

液晶ワイドテレビ 

KLV -26 HG 2 


上記な外の指定機器については、テレビ本体に付属の取扱説明書を 
ご覧ください。 


SU-LW1 


◎ 2003 Sonv Corporation 









まをのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。 

しかし、まちびった使しめすこをすると、义災•感電 • 転倒 • 落下な 
どにより人身事故になることびあり危険です。事故を防ぐため 
にま全のためのを意事項を必ずお守り < ださい。 

警告表示の意味 

取扱説明書では、ちのよラな表示をしています。表示の内容を 
よく理解してから本文をお読みください。 


この表示のを意事項を守らないと、义災-感 
A 警告 1 電 • 転倒 • 落下などにより死 t や大けびなど 
'、口 ——の人身事故につなびることびあります。 


A 注意 

この表术のを意事項を守らないと、けびをし 
たり周辺の家財に損害を与えたりすることび 


あ0すす。 


を意を促す記号 

巧為を禁止する記号 


A 

0 

乂災 

感電 

禁止 


お客様へ 


警告 I A A 

火災感電 


下記の注意事項を守らなぃと乂災 • 感電 • 輯倒 • 
落下により死 t ゃ大けがの原因となりまず。 


取り付け工事は専門業をに依頼する 
また取り付けのとさは幼巧を違ざける 

正しく取り付けないと、じ(下のようなことびおこります。取り付けは専門業ちにご依頼くだ 
さい。 

• i 也震などびおをたとさに、ディスプレイの落下による打撲や骨折など大けがの原因と 
なじます。 

• 強度の弱い壁や、平面ではなかったり垂直ではない壁に取り付けた場合、壁挂卜けユ 
ニットの落下によるけびや破損の原因となります。壁の強度は、少な<とちディスプレ 
イ重量の4倍は必要です。（ディスプレイの重量は8ページのディスプレイ取り付け寸 
法表をご覧ください。） 

• 壁への取り付けびもろい場合、壁挂卜けユニットの落下によるけびや破損の原因となり 


0 



ます。 


ディスプレイの移動や取りがしは、専門の業ちに依頼する 

専門業を外の人び移動や取りがしを行ラと、ディスプレイび落下し、けびや破損の原 
因となることびあります。また、移動や取りがしは、必ず2乂攻上で行ってください。 


ディスプレイに水などの液体をかけない 

水が入ったり、めれたりすると、义災や感電の原因となります。 


ディスプレイを取り付けたあとはネジなどをはずさない 

ディスプレイび落ちて、けびや破損の原因となります。 
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取り付け部品の分解、改造、変更は行わない 

壁掛けユニットの落下によるけびや破損の原因となることびあります。 



指定機器むがのものを掛けない 

この壁掛けユニットは指定機器専用です。指定機器しソ外の物を掛けると、落下によるけ 
びや破損の原因となることびあります。 


ディスプレイの通風孔をふさびない 

ディスプレイを設置したとき、巧などをかけて通風孔をふさぐと、内部に熱びこもり、义 
災の原因となることびあります。 



ディスプレイむがの荷重を掛けない 

落下によるけびや破損の原因となることびあります。 


ディスプレイに畜りかかったり、ぶら下びったりしない 

ディスプレイびはずれ、下敷さになり大けびの原因となることびあります。 



ディスプレイを雨や湿気にさらさない 

水び入ったり、めれたりすると、乂災や感電の原因となります。 


湿気やほこり、湯気のをい場所、機械的振動のをい場所に置かない 

火災や感電の原因となることびあります。 


义のついた□ウソクや燃えやすい物を近くに置かない 

义災を防止するために、ディスプレイから離れた所に置し)てください。 
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A ミ主意 


下記のを意事項を守らないとけびをしたり周辺の家財に 
損害を与えたりすることびあります。 


ディスプレイユニットびはみ出すような取り付けはしない 

壁掛けユニットを、柱など壁掛けユニットびはみ出してしまうような場所には取り付けな 
いでください。身体や物などびぶつかってけびや破損の原因となります。 



掃除やお手入れのとをは、力をかけない 

掃除やお手入れのときに、ディスプレイの上面に手を置しすこり、力をかけたりしないでく 
ださし)。ディスプレイの落下によるけびや破損の原因となります。 


エアコンの上や下にはディスプレイを取り付けない 

送風などで直接、風び当たり続けたり、水ちれによってめれたりすると、乂災や感電、故 
障の原因となることびあります。 


使用上のご注意 


. 壁挂卜けユニットにディスプレイを長期間取り付けてご使用されたときは、壁の材質によっ口ま、ディスプレイの放熱により、背面や上 
面にあたる壁面び変色したり、壁紙びはびれたりすることびあります。 

• 壁挂卜けユニットをしわたん取り付けると、はずした場合に、壁にネジ穴び残ります。 

• 壁の中に300 n フィーダー線をすでに使ってし巧場合は、壁の中の300 n フィーダー線を750同軸線に変更することをおすすめし 
ます。 

やむを得ず300 n フィーダー線を使用する場合は、設置工事を始める刷こ、ディスプレイと壁の中にあるフィーダー線との距離び充 
分にお保でさているかをお認してくださしん 

また、雑音電波などの影響びでない場所などを事前に設置業ちのちとごお認のうえ、工事を始めてください。 
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壁掛けユニットを取り付ける 1111^ 


么警告1 お客様へ 

本製品の取り付けには、確実な作業び必要になります。必ず、，販売店や工事店に依頼して、ミ全性に 
充分考慮して確実に取り付けを巧ってくださし、。 

販売店様•特約店様へ 

下の説明は、サービス専用です。ま全上のごミ主意をよ < お読みの上、設置および保守•点 
検などをま全に行って <ださし、。 


取り付け手順に従って、しっかり取り付ける 

ネジびゆるんでいたり抜けていたりすると、壁掛けユニットび落下し、けびや破損の原因 
となります。壁の材質に合ったネジ （ M 6 相当5本じ(上）で、しっかりと固定してくださし、。 


付属品のネジおよび取り付け金具は、取扱説明書の使用方法を守つ 
てご使用ください。また、取扱説明書にない代替品を使用すると、落 
下によるけびや破損の原因となることびあります。 



組み立て手順に従って、正しく組み立てる 

ネジびゆるんでいたり、抜けていたりすると、落下によるけびや破損の原因となることび 
あります。 


ネジは指定された位置にしっかりと締め付ける 

ディスプレイび落ちてけびの原因となることびありまず。 


取り付け作業中にディスプレイに衝撃を与えない 

ディスプレイび落ちたり、壊れたりして、けびの原因となることびありまず。 


垂直で平らな壁面にディスプレイを取り付ける 

垂直ではなかったり、平らではない壁面に取り付けると、ディスプレイび落ちてけびの原 
因とな0ます。 


取り付け作業び適切に完了した5、ケーブル類を固定する 

ケーブル類を足に引っかけたりすると、けびをしたり、ディスプレイを破損したりすること 
びあ0ます。 


電源コードおよび接続ケーブルをはさまないようにする 

電源コードおよび接続ケーブルを壁面にはさんだり、無理に曲げたり、 
お線び露出したり、ショート、断線して、义災や感電の原因となります。 


取り付けるとさには、手や指を傷つけないように注意する 

壁掛けユニットやディスプレイを取り付けるときに、手や指を傷つけなしなうにごミ主意く 
ださい。 



壁掛けユニットを壁面に固定するネジは付属しません 

壁の材質や構造に適したネジをご使用 <ださい。 
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作業をする前に 

表紙に記載のある指定機器じ(外のテレビをご使用のとさは、必ずテレビ本体に付属の取扱説明書をお手 
元にご用意の上、「本機を壁にかけて使う」のページもあわせてご覧ください。 


手順1:取り付けに必要な部品を確認ずる 


取り付ける壁の材質に合った M 6 相当5本 
な上のネジ（付属品ではありません）と 
ドライバーを用意する。 




ネジ(十 B 5 XL 12)(2) 



ネジ(十 PSW 5 X 116)(4) 


手リ頃2 :フックユニット受けを付け替える 


1 KLV -26 HG 2 は、下記〇〜包の作業を必ず 
行ってください。 KDL - L 32 RX 2/ KDL - 
L 26 RX 2/ KDL - L 23 RX 2/ KDL - L 32 HX 2/ 
KDL - L 28 HX 2/ KDL - L 30 HX 1 をお使いの 
場合は、手順3へ進んでください。それ 
外のテレビをお使いの場合は、テレビ本体 
に付属の取扱説明書の「本機を壁にかけて 
使ラ」をご覧になり、フックユニット受け 
の付け換えび必要かどラかを確認してくだ 
さい。 

〇左ちの角度調整ネジ （4 本）をはずす。 
©左ちのフック ユニッ ト受けのネジ （4 本) 
をはずず。 

©左もの アーム と フックユニット 受けを内 
側のさりかさに付け替える。 

〇©ではずしたネジで左ちのフックユニッ 
卜受けをしっかりと固定する。 

〇〇ではずしたネジで左ちのアームをしっ 
かりと固定ずる。 


ご注意 


電動ドライバーを使用する場合、締め付けトルク 
はおよそ2 N • m に設定してください。 


フックユニット 
到ブ 



フックユニット 
到ブ 


フックユニツ 
受け 


角度調整ネジ 
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I 500 


本機のディスプレイを取り付けると、次ページのよラな寸法になりまず。この寸法ち参考に、壁に取り 
付ける位置を;夫めてください。 


500 


後ろか S 見た図 


717 


26.5 


332 


天井や壁の凸部か5ち図の距離 m 上離 
して < ださい。 

’をちょっと一言 

取り付けたときの断面寸法図は、「ディスプレイ取り付け寸法表」 
(が8ページ）をご覧ください。 


単位 


KDL 丄 26 RX 2/ KDL 丄 23 RX 2 後面の取り付け用ネジ巧の位置は中むからずれたところにあるため、壁掛けユニットと 
ディスプレイの中む位置に差び出ます。工事の際は、ディスプレイの取り付け位置をミ夫めてから、中む位置の差を考慮 


をろか6見た図 


口 


島^ 


〇 


=口 


口 〇|- I ( 


瓦 


を;夫めてから、中ん\位置の差を考慮 


単位： mrr 


801 


75 325.5 




厂 I 。 

A 


。口 


して壁掛けユニットの取り付け位置を巧めてください。 
KDL - L 26 RX 2 の場合：④と®の中む位置の差7己 mm 


前か6見た図 

® 壁掛けユニット中む位置 
⑥本機中む位置 


④ ® 


KDL - L 23 RX 2 の場合： ® と®の中/こ、位置の差26.己 mm 

前か S 見た図 

④壁掛けユニット中む位置 


⑥本機中む位置 


④⑥ 


26.5, 


, 
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手順3:巧り付け位置を決める 


ごを 意 


Z 9一.寸 


ぞ r 6な 



刻 
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表紙に記載のある指定機器がのテレビを取り付けるときは、テレビ本体に付属の取扱説明書の体機を壁にかけて使う」をご覧 < r ごさい。 


ディスプレイ型さ 

ディスプレイ3 

だ 去 単位 ： mm 

取りが 

りブ角度による長さ 単位 ： mm 

重量 

( X 4) * 

④ 

⑥ 

⑥ 

© 

(D 

取り付け角度 （a つ 

Q 

旧 

巧 

KDL - L 32 RX 2 

940 

己 84 

131 

68 

326 

0。 

186 

189 

394 

27 

(108) 

咕 

己。 

216 

182 

404 

10° 

245 

172 

412 

巧。 

272 

160 

が 0 

20。 

297 

145 

427 

KDL - L 26 RX 2 

801 

470 

128 

68 

241 

0。 

183 

161 

309 

18 

(72) 

kg 

己。 

211 

153 

319 

10° 

237 

143 

329 

巧。 

262 

130 

339 

20。 

28 己 

11 己 

348 

KDL - L 23 RX 2 

717 

417 

120 

76 

229 

0。 

175 

112 

30 己 

13 

(52) 

咕 

己。 

199 

104 

315 

10° 

221 

93 

32 己 

巧。 

241 

82 

334 

20。 

261 

69 

342 

KDL - L 30 HX 1 

971 

己 24 

93 

68 

268 

0。 

147 

188 

336 

20 

(80) 

kg 

己。 

177 

179 

34 己 

10° 

S 06 

167 

352 

巧。 

234 

152 

258 

20。 

260 

13 己 

363 

KDL - L 28 HX 2 

959 

日。 

97 

57 

262 

0。 

151 

193 

319 

18 

(72) 

咕 

日。 

181 

183 

328 

10。 

210 

171 

336 

巧。 

238 

156 

342 

20。 

264 

139 

347 

KDL - L 32 HX 2 

1,0 强 

569 

97 

31 

291 

0。 

151 

247 

322 

21 

(84) 

kg 

己。 

186 

237 

331 

10。 

219 

22 己 

339 

巧。 

252 

209 

34 己 

20。 

282 

190 

350 

KLV -26 HG 2 

790 

430 

118 

65 

215 

0。 

167 

150 

280 

12 

(48) 

kg 

己。 

194 

139 

291 

10。 

220 

129 

301 

巧。 

244 

122 

310 

20。 

266 

113 

318 


* 取り付ける壁にはディスプレイ重量の4倍に耐えられる強度を要します。 
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ヶーブル配線用巧 

壁面の強度補強を行う場合、または壁の中にケーブル類を配線する場合には上図を参照して、壁面加工を行って <7ごさし、。 


A 警告 

取り付ける壁にはディスプレイ重量の4倍に耐えられる強度を要します(が8ページ)。取り付け位置の壁面強度をご®認ください。強度 
び不足する場合は、充分な補強を行って < ださしん 
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手順 4 :プレートユニットを壁に取り付ける 



プレート ユニッ トをネジで仮留めし、 
水平になるように調整する。 


A 警告 

• 壁掛けユニットと壁面を固定ずるネジは付属しません。 

• 壁に取り付ける際のネジは、必ず、壁の材質や構造に適 
したネジを使用してください。 


プレート ユニッ トを M 6 相当4本切上の 
ネジ（付属品ではありません）で固定 
する。 

〇強度を確保するため、ゆるみびないよラにしっか 
りとネジを固定ずる。 

© 1 で仮留めしたネジをしっかりと固定する。 


A 警告 

取り付ける壁にはディスプレイ重量の4倍に耐えられる強度を 
要します(が8ページ)。取り付け位置の壁面強度をごお認くださ 
い。強度び不足する場合は、充分な補強を行って < ださし、。 


角度を調整する。 

ディスプレイを垂直に取り付けて使用する場合 
(0° ) は、角度調整（け下 〇0) をする必要はあり 
ません。アームびしっかりとネジ留めされているか 
を確認してください。 

〇左ちのアームの両側面にある角度調整ネジ （4 本) 
をはずす。 

©変えたい角度のネジ穴 （4 か所）に角度調整ネジ 
をしっかりと留める。 （5° 、10°、15°、 
20。）。 


ごま意 


• 左ちのアームは必ず同じ角度に調整してくださし、。 

• アーム付け替えの際は、指をはさまないようにごま意く 
ださし、。 

• 電動ドライバーを使用する場合、締め付けトルクはおよ 
そ 2 N ■ m に設定してくださし、。 

• フックユニット受けびしっかりとネジ留めされているか 
をお認してください。 



〇 



〇 
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手順 5 :テーブルトップスタンドか S ディスプレイを 
はずず 


表紙に記載のある指定機器むかのテレビをお使いのときは、テレビ本体に付属の取扱説明書の r 本機を壁 
にかけて使う」をご覧くださし、。 

取りはずすディスプレイにより、作業の方法び違います。それぞれの製品ごとの手順をご覧いただを、取り 
はずし作業を進めてくださし、。 


KDL-L32RX2 〇テーブルトップスタンド台座底面の8本 
のネジをはずす。 


0 テースレトップスタンドの台座を持ち上 
げてはずす。 


ごま意 


• 作業は、必ず2人！;(上で行ってください。 

• 作業は、やわらかい巧などを敷いて、ディス 
プレイを横にねかせた状態で行ってくださ 
い。 

• テレビ本体とテーブルトップスタンドを同じ 
水平面上に置くと不安定になり危険です。図 
のよラにテレビ本体だけを台の上に載せるよ 
ラにしてくださし、。 

• テーブルトップスタンドの台座をはずすとを 
は、台座部分をしっかり持つようにしてくだ 
さい。 


台座 



KDL-L26RX2 

KDL-L23RX2 


〇ヒンジカノ（一を軽くつまみ、上にずらして 
はずす。 

〇テーブルトップスタンドの首の部分にあ 
る8本のネジをはずす。 

包テーブルトップスタンドの台座を上にず 
らしてはずす。 

〇 〇で取りはずしたヒンジカノ（一を元の位 
置に取0付ける。 


ごを意 


• 作業は、おず2人必上で行ってください。 

• 作業は、やわらかい巧などを敷いて、ディス 
プレイを横にねかせた状態で行ってくださ 
い。 

• テレビ本体とテーブルトップスタンドを同じ 
水平面上に置<と不ま定になり危険です。図 
のようにテレビ本体だけを台の上に載せるよ 
ラにして < ださい。 

• テーブルトップスタンドの台座をはずすとき 
は、台座部分をしっかり持つようにしてくだ 
さし、。 
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KLV -26 HG 2 


〇後面のカノ（一のち下の角(または左下 
の角)を図のように持ち、後ろへ引つ 0 
張る。同じよラに左下の角（またはち下 
の角）ちはずす。 

〇図のように両手で手前へ弓 I さなびらは 
ずす。 


ごを意 


じ(降の作業は、やわらかい巧などを敷いて、ディスプレ 
イを横にねかせた状態で行ってください。 

包ルネジ2本対まずし、テースレトップスタンド 
のセンターク U ップをはずす。 

〇 テーつ ')レトップスタンドの 5 本のネジをはずす。 
包テーブルトップスタンドを上に持ち上げなび 
ら手前にずらしてはずす。 


ごま意 


テレビ本体とテーブルトップスタンドを同じ水平 
面上に置くと不安定になり危険です。図のよラに 
テレビ本体だけを台の上に載せるよラにしてくだ 
さい。 

テーブル トップスタンドをはずすとさは、 テーブ 
ル トップスタンドをしっかり持つようにしてくだ 
さい。 



KDL - L 30 HX 1 〇テーブルトップスタンド下部の 2 本のネ 

ジをはずす。 


ごを意 


作業は、ディスプレイを立てたままの状態で行って 
ください。 

〇 テーブルトップスタンドの台座部分を巧 
さえ、2人じ(上でディスプレイを持ち上 
げてから、前ちへ移動させ、テーブルトッ 
プスタンドからはずす。 


ごま意 


• 作業は、必ず2乂上で行ってください。 

• テーブルトップスタンドを巧さえないでディ 
スプレイを持ち上げると、テーブルトップス 
タンドび同時に持ち上がることびあり危険で 
す。 

包ディスプレイ後面の 4 つのフックをはず 
ず。 


ごま意 


作業は、やわらかい巧などを敷いて、ディスプレイ 
を横にねかせた状態で行って < ださい。 
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KDL - L 32 HX 2 

KDL - L 28 HX 2 


〇テーブルトップスタンド下部の2本のネ 
ジをはずす。 


ごま意 


作類ま、ディスプレイを立てたままの状態で行って 
ください。 

〇テーブルトップスタンドの台座部分を巧 
さえ' 2人け上でディスプレイを持ち上げ 
てから、前ちへ移動させ、テーブルトップ 
スタンドからはずす。 


ごを意 


• 作業は、必ず2人上で行ってください。 

• テーブルトップスタンドを巧さえないでディ 
スプレイを持ち上げると、テーブルトップス 
タンドび同時に持ち上びることびあり危険で 
す。 

包ディスプレイ後面の2つのフックをはず 
す。 


ごま意 


作業は、やわらかい巧などを敷いて、ディスプレイ 
を横にねかせた状態で行ってくださし、。 
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手順 6 :ディスプレイをプレートユニットに 
取り付ける 


/K 言口 

すべての作業び終わるまで、電源コードをコンセントにつなびないでください。機器などに電源コー 
ドをはさみこむと、シヨートして感電する恐れびあります。 

また、電源コードやディスプレイを逊こ弓 I つかけると、転んでけびの原因となることびあります。 


表紙に記載のある指定機器むがのテレビをお使いのとをは、テレビ本体に付属の取扱説明書の r 本機を壁 
にかけて使う」をご覧くださし、。 


ディスプレイ後面とマウンティング 
フックユニットのネジ穴を合わせ、ネ 
ジ（付属 + PSW 5 X L 16) 4本でしつ 
かりと留める。 


ごを意 


• 作業は、やわらかい巧などを敷いて、ディスプレイを横 
にねかせた状態で行ってくださし、。 

• 電動ドライバーを使用する場合、締め付けトルクはおよ 
そ2 N • m に設定してください。 


KDL - L 32 RX 2/ KDL - L 26 RX 2 /KDL 丄 23 RX 2 

* KDL - L 26 RX 2. KDL - L 23 RX 2 のネジ巧の位置は中むからか 
しずれています。 

詳しくは手順3 (が7ぺージ)をご覧ください。 




ディスプレイ後面 

KDL - L 32 HX 2/ KDL - L 28 HX 2 /KDL 丄 30 HX 1 
























ディスプレイに付属の電源コードおよ 
び接続ケーブルをつなぐ。 

ディスプレイの後面に電源コードおよび接続ケーブ 
ルをつないで<ださい。接続のしかたについては、 
ディスプレイの取扱説明書をご覧 < ださい。 

壁の中にケーブル類を配線するとさは、用意した穴 
(磨 '9 ぺージ）にケーブル類を通してください。 


ごを意 


• ディスプレイをプレートユニットにいつたん取り付ける 
と、ケーブル類をつなげな<なります。 

• 壁の中の配線、電気工事は専門業ちにご依頼ください。 



ディスプレイをプレート ユニッ トに取り 
付ける。 

〇左ものフックユニット受けに、マウンティング 
フックユニット抜け止め用のネジ（付属 + B 5 X 
L 12) をそれぞれ外側から差し込み、仮留めす 
る。 

©マウンティングフックユニット上側のフックを 
アームの 横軸に掛ける。 

©マウンティングフック ユニッ ト下側のフックを 
フック ユニッ ト受けの横軸にあてる。 

〇ディスプレイをプレート ユニッ ト側に 巧 しあてな 
びら、下から少しずつ持ち上げて、マウンティン 
グフック ユニッ ト下側のフックをフック ユニット 
受けの横軸に掛ける。 

〇8か所のフックび確実に掛かっているかを確認す 
る。 

© 〇で仮留めした抜け止め用のネジ左ち各1本を 
しっかりと締め付ける。 


ごま意 


マウンティングフック ユニッ ト抜け止め用のネジを仮留め 
するとき（〇)、ネジびフック ユニッ ト受けの内側に飛び出 
していると、マウンティングフック ユニッ ト下側のフック 
を掛けることびできません（〇)。 



—口 Li 

入 

© 


神 


仮留めのネジは 
深<差し込まな 
いよラにする。 
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取 D 付け完了を確認する 



l ^ TF の最終確認を行ってください。 

• マウンティングフックユニットのフック8か所び軸に確実に掛かっていますか。 
• ケーブル類びねじれたりはさまったりしていませんか。 

• フック ユニッ ト受けの巧け止め用のネジ2か所は確実に締められていますか。 


/K 言口 

不完全な取り付けは、製品の落下によるけびや破損の原因となります。また、電源コードなどの不適 
切な処理は、ショートによる感電や火災を弓Iさ起こす恐れびあります。安全のために確認作業を確 
実に行って < ださい。 
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ディスプレイをはずすには，娘売店様 • 特約店様用 



コンセントか5電源コードを巧く。 


左ちのマウンテイングフックユニット抜け止め用ネジ2本をはずす。 


ディスプレイを2人 1 U 上で持ち、上に持ち上げてはずす。 


A 警告 

• ディスプレイは、必ず2人 L ソ上で持って移動させてください。 

• ディスプレイをはずすときは、ケーブル類を引っ掛けないよラにごを意ください。 
• ディスプレイをはずすときは、手や指を傷つけないよラにごミ主意ください。 
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主な仕様 


単位 ： mm 
質量： 3.4 kg 



本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更することがありますが、ご了承ください。 
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• http :// www . sony . co . jp / SonyDrive / 

お客様ご相談センター 

•ナビダイヤル . 250570 -00-331 1 

(全国どこからでち市内通話料でご和用いただけます） 

•携帯電話 -PHS でのご利用は 03 -已 448-33 11 

(ナビダイヤルがご利用でをない場合はこちらをご利用<ださい） 

• FAX . 04 白 6-31-2 已 9 己 

受付時間：月〜金 9:日〇〜2日:日日± - 曰■祝日 9:日日〜17:日日 
お電話は自動音声応答にてお受けしていまず。 

ソニー株式会巧干 141-0001 東京都品川区!ヒ品川 6 - 7-35 


/ flPPL この説明書は100%ち紙再生紙を 
使用しています。 

Printed in Japan 





